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）

破壊荷重 50.0kN

ひび割れ荷重 28.0kN

設計荷重 14.9kN

フック継手（セグメント間）について                      平成 19 年 6 月 15 日 
日本 RC セグメント工業会

 

1．はじめに 

近年、シールド工事においては工事費の低減や施工性の向上が要求されており、セグメントの開発の 
多くがこの要望に沿った形で進めている。 

日本ＲＣセグメント工業会では、この要望に沿ってセグメントの内面平滑を可能とするコーンコネクターを

開発、実施工に適応してきた。一方、コンパクトな継手を志向してフック継手の開発を進め、試験を行い、基

本性能を十分満足する結果を得ている。 
２．フック継手の概要 

フック継手は、先端に角材を用いた凸部を持ち、本体にはアンカー筋が付いている。Ｆ金物は角材の向きを

互いに逆向きにセグメントに埋設し、本体の両面に角材を用いたＭ金物を嵌合させる構造である。これをセグ

メント間に用いることにより、セグメントをトンネル軸方向に移動させるだけで嵌合を完了することができる。

また、鋼材を組み合わせた簡単な構造であるため部品の共通化が図りやすく、金物の製作や組み付けも容易に

できる継手である。 
  
   特長 

    ・組立時間の短縮 

    ・内面が平滑なセグメント 

    ・自動組立に適合 

 
 
 
 
 

 
 
                             図１ セグメント外観 
 
 
 
 
 
 
 

        図２ 継手嵌合前        図３ 継手嵌合状況    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図４ 継手嵌合過程 
 

 
 表１ 試験結果と回転ばねの関係（Ｃ型金物） 

タイプ 

( )内は標

準番号 

試験結果 
設計破壊 

荷重(kN) 

実測値 

kθ(kN･m/rad) 
ｋθ* 

備考 

(外径・厚さ) 破壊荷重

(kN) 
安全率 

125(C17) 
50.0 3.36 

35.2 
4618 0.54 Do=3150 

H=125(175) 44.0 2.96 5181 0.60 

150(C24) 
60.5 3.78 

36.8 
20606 1.59 

Do=3550  

H=150(200) 

56.0 3.50 55011 4.25 

150(C26) 
66.5 2.77 

52.2 
12973 1.00 

63.0 2.63 32740 2.53 

 

125（C17）での試験の概要 

 
表-2 断面諸元・性能表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
図５ フック継手部 

図６ 荷重－鉛直変位 
 

３．まとめ 

今までの試験結果により、十分な設計耐力を有していることを確認している。さらに、基本的な寸法や形状

にも問題ないことも確認済みであり、現場施工性の実証を模擬した平板供試体においての組立試験を実施して

いる。 

形 式 Ｃ１７規格値 
幅 1,000 mm 

桁 高 125 mm+50 mm(防食層) 
有効高さ 75 mm 
抵抗ﾓｰﾒﾝﾄ 7.8 kN･m 
破壊ﾓｰﾒﾝﾄ 18.5 kN･m 
設計荷重 14.9 kN 
規格荷重 35.2 kN 
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